事例のまとめ方のお願い

１，事例の判断能力と転帰先について、以下の中から選び、タイトルに記載してください。
1 判断能力について
・判断能力あり
契約等の意味・内容を自ら理解し、判断することができる。
　　　　・判断能力不十分
支援を受けなければ、契約等の意味・内容を自ら理解し、判断することが難しい場合がある。又は、判断することができない。
　　　　・判断能力喪失
支援を受けても，契約等の意味・内容を自ら理解し，判断することができない
2 転帰先
・在宅（本人の自宅）
・転院・施設入所
・死亡
・入院中
２，「身寄りがない」状態とは
「家族や親族がいない方」「家族や親族がいても疎遠、又は、その家族や親族に対し支援が必要な場合」を含みます。
３，事例フォーマットはA４です。事例はA４ １枚以内に簡潔にまとめてください。
４，事例は、個人が特定できないよう配慮してください。
５，提出先は　msw.kana@proof.ocn.ne.jp　件名「身寄りなし事例」としてください。
６，提出期限は、３月８日（日）です。

＊事例見本を参考にして、記入用シートに事例を記載してください。枠内の行数は変更しても構いませんが、A４ １枚に収まるようにしてください。
＊提出いただいた事例は、事例集作成以外の目的では利用しません。
＊事例集にする際、事例集の統一を図るため、表現の一部を変更させていただく場合があります。










＊見本事例は、加工しており実在するケースではありません。

	タイトル　　事例見本

	判断能力喪失
	転院・施設入所

	性別・年齢
	女性・７３歳　
	病　名
	脳出血
	介護度
	要介護５

	【ジェノグラム】

　　　　◎



	【エコマップ】関係機関、親族関係があれば記載ください

区役所高齢支援担当
本人
　
　

	【概要】　
　買い物中、路上で倒れ救急搬送。国民健康保険と数千円のみ所持していた。救急搬送されたが、意識障害が遷延しており、ほぼ会話は困難であった。ベッド上での生活で、鼻腔栄養、タンの吸引あり。
入院病棟：一般病棟、地域包括ケア病棟
退院先：医療療養型病院 
入院期間：６ヶ月


	【課題と対応】
・住所や家族の有無、経済状況もわからず。⇒　生活保護通報
・預貯金が５００万円、年金が月１８万円あることがわかり生活保護却下　⇒　お金は銀行にあって
も一切現金化できず、本人のために活用できない問題点を相談したが不可。生活保護が戸籍調査し、親族がいないことを確認済。
・成年後見申請を検討　⇒　区役所高齢支援担当と相談。首長申請となった。
・入院費（医療費の自己負担分とオムツアメニティー）は未払い。⇒成年後見人が選任され、支払い可能となるまで待つ。
・本人の意向は確認できず。　⇒　現状のケアーができる医療療養型病院への転院を目指した。


	【必要と思われる対策案】
・首長申し立てによる成年後見の審判確定まで５か月かかった。⇒　行政が申請書類作成、申請するまでに数か月要していた。家庭裁判所は申し立て受理して約１か月で審判結果が出た。行政の業務時間短縮が行われると良い。
・成年後見人が決定しないと、入院費未払（５か月間の未払い入院費総額755,500円）、転院先も見つからない。⇒入院費未払いに対して、行政が立て替えるなどの補填制度があると良い。
・審判中に本人が亡くなってしまうと審判は中止される。⇒　審判中に亡くなったとしても、審判確定し、後見人が死後事務を行るようになると良い。
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入院病棟：
退院先： 
入院期間：
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